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2020年 4月 

 
本書では、このバージョンの Trimble Business Centerに含まれる新機能について説明します。Trimble 

Business Centerの基本機能に関する新機能、および解決された問題につきましては、アプリケーション

のリボンメニューより、サポート＞学習＞リリースノート を参照して下さい。 

 

■地形モデルの平坦化コマンドの追加 
 

面からノイズを除去して平坦化 
リボンメニュー＞三次元計測＞ポイントクラウド/面＞地形モデル平坦化 

 面から突出点を検索し、それらを除去して平坦化された面を作成する機能を新しく追加しました。

変化量の許容値を指定して、指定した許容値以上に突出している点を除去します。除去する突起の

方向を指定することで上方向の突起、下方向への突起をそれぞれ除去することができ、また、境界

線を指定することで指定した範囲を対象に平坦化を実行することができます。 

平坦化を実行したことにより新たな突出点ができる場合、再度実行することでさらに平坦化するこ

とが可能です。何度も平坦化を実行する場合でその都度新しい面を作成したくない場合は、新しい

面を作成するのチェックをオフにすることで、選択されている面をそのまま平坦化したような結果

を得ることができます※。 

本機能を用いることで、点群のノイズなどを除去した面を容易に作成することができます。 
※対称面と同じ名前の新しい面を作成して対称面を削除します 
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■面の交差ラインの作成コマンドの追加 
 

面と面の交際位置にラインストリングを作成 
リボンメニュー＞三次元計測＞ポイントクラウド/面＞面の交差ライン 

 面と面の交差位置にラインストリングを作成する機能を新しく追加しました。作成するラインス

トリングの名前やレイヤー、線種などを指定することができます。ラインストリングは各点に高さ

を持った 3次元の座標で作成され、作成したラインストリングを用いて面と面のマージといった作

業を従来よりもより簡単におこなうことができます。 

 
 

■TOWISE連携改良 
 

現況面とポイントクラウドの連携機能を追加 
リボンメニュー＞三次元計測＞インポート/エクスポート＞TOWISE連携 

 Trimble Business Centerで作成した現況面とポイントクラウドをTOWISEへ連携できるように

なりました。※ 
※現況面とポイントクラウドの連携に対応したバージョンの TOWISEをインストールする必要があります 
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■測地座標系への変換 精度管理表改良 
水平方向と垂直方向の許容値を別々に指定する機能を追加 

リボンメニュー＞三次元計測＞レポート＞座標変換精度管理表 

測地座標系への変換 精度管理表において、水平方向と垂直方向の許容値をそれぞれ指定する機能

を追加しました。水平方向の誤差と、垂直方向の誤差をそれぞれ異なった値で検査することができ

ます。 

  
 

  

 
 

■地形モデルの最適化改良 
 

レポート出力なしで面を最適化する機能を追加 
リボンメニュー＞三次元計測＞ポイントクラウド/面＞地形モデル最適化 

地形モデルの最適化コマンドにおいて、レポートを出力せずに、面の最適化のみをおこなうこと

ができる機能を追加しました。【精度管理表を出力する】のチェックを外すことで、レポートを出力

せずに面の最適化のみをおこないます。 
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■直交線作図改良 
直交線に高さを設定 

リボンメニュー＞Macros＞CAD＞直交線作図 

元となる線に高さがある場合に、作成される直交行線にも高さを持たせることができるようにな

りました。 

 
 

セグメント端点に直交線を作図 
リボンメニュー＞Macros＞CAD＞直交線作図 

線に沿って作成する場合に、セグメントの端点に直交線を作図することができるようになりまし

た。選択した線分が線形など縦断情報を持つ図形の場合は、縦断としてのセグメントの端点に作図

することもできます。 
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作成範囲の指定 
リボンメニュー＞Macros＞CAD＞直交線作図 

線に沿って作成する場合に、直交線を作図する範囲を指定できるようになりました。 
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